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北海道で生まれ育ち，大学から広島で9年間過ごし，今年から萩にきました。
大学・大学院ではスポーツ競技における技術・技術指導についてスポーツバイオメカニクスと運動学的
に研究してきました。専門競技はバレーボールです。
社会に出て即戦力として活躍できるように，スポーツを通じて，主体性，協調性の重要さについて伝えて
いきたいと思います。

学生へのメッセージ

社会人として立派に過ごすために大学での4年間は非常に大切です。
失敗から得るものは成功から得るものよりも多いです。
失敗を恐れずに，チャレンジャー精神でどんどん挑戦してください。

ライフデザイン学部ライフデザイン学科（スポーツ健康福祉専攻）

スポーツ心理学　健康スポーツ実習

研究内容・社会業績等

バレーボールの技術に関する研究
バレーボールにおける技術指導に関する研究

論文・書籍・資格等

１．The Setting Technique about Combination Attacks in Volleyball Games: Focusing on Movements,
The Japan Journal of Coaching Studies, Vol.29(No.2), in print，2016
２．バレーボールにおけるトスの技術指導に関する研究－正確な位置へ上げるトスに着目して－，コー
チング学研究，第29巻（第1号），pp.59-70，2015
３．バレーボールのブロック技術に関する研究：コンビネーション攻撃のサイド攻撃に対するブロックに
着目して，バレーボール研究，第17巻（第1号），pp.28-36，2015.
４．コンビネーション攻撃のトス技術に関する研究－トスの軌道と上肢に着目して－，バレーボール研
究，第17巻（第1号），pp.19-27，2015.
５．コンビネーション攻撃のクイック攻撃に対するリードブロック技術に関する研究，コーチング学研究，
第28巻（第2号），pp.186-197, 2015.
６．バレーボールにおけるアタッカーが打ちやすいトス技術に関する研究，コーチング学研究，第28巻
（第1号），pp.1-14，2014.
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